
令和６年５月

三   春     町   
三春町教育委員会



 基本理念
  学び、つながり、未来を拓く、三春の教育の創造
 

 基本目標
  子どもの夢と教師の夢が共に育つ学校づくり

１

（三春町第１期教育大綱より）



《『三春の教育』の３要素》 

①子ども一人一人の個性・特性を重視する
 創造的教育観 

②学校施設、教育内容・方法の改革 

③地域住民の教育参加 
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年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

人数 106 107 81 88 95 75 76 78 72

○5年ごとの5歳階級別人口（0～4歳）からの出生者数の推計
 （出典：国立社会保障・人口問題研究所）

○町の出生数の推移

年 Ｒ２
2020

Ｒ７
2025 

Ｒ12
2030

R17
2035

R22
2040

人数 105 85 72 62 55



小学校 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和1２年度 

三春 １２学級

（３１１人） 

１２学級

（３０１人） 

１２学級

（３０１人） 

１２学級

（２８７人） 

１１学級

（２７７人） 

１０学級

（２５９人） 

９学級

（２２６人） 

岩江 １１学級

（２７８人） 

１１学級

（２６７人） 

１１学級

（２６７人） 

１０学級

（２４１人） 

９学級

（２２９人） 

８学級

（２００人） 

７学級

（１８５人） 

御木沢 ６ 学 級 

（８７人） 

６ 学 級 

（８１人） 

６ 学 級 

（８１人） 

６ 学 級 

（８３人） 

６ 学 級 

（８４人） 

６ 学 級 

（７７人） 

６学 級 

（７６人） 

中妻 ４ 学 級 

（４８人） 

４ 学 級 

（４８人） 

４ 学 級 

（４６人） 

４ 学 級 

（４７人） 

４ 学 級 

（３９人） 

３ 学 級 

（３１人） 

３ 学 級 

（３４人） 

中郷 ３学 級 

（３６人） 

３ 学 級 

（３０人） 

３ 学 級 

（２３人） 

３ 学 級 

（２２人） 

３ 学 級 

（１７人） 

３ 学 級 

（１４人） 

３ 学 級 

（１４人） 

沢石 ３ 学 級 

（３６人） 

３ 学 級 

（３３人） 

３ 学 級 

（３３人） 

３ 学 級 

（２５人） 

３ 学 級 

（１７人） 

３ 学 級 

（１６人） 

３ 学 級 

（１７人） 

※ピンクは「適正規模校12～18学級」、黄色は「小規模校６～11学級」、青は「過小規模校５学級以下」で複式学級あり

学級数の推移予測 

４



田村市 小野町

５

２３校   ７校   6校   1校

メリット：複式学級の解消、多様な学習形態が可能

デメリット：地域に根ざした特色ある教育活動の減少
      地区のコミュニティの衰退
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②小学校保護者
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③未就学児保護者

○令和5年8月～9月 町内全世帯対象

  ：現状維持    ：再編 「三春町立小学校教育のあり方」について
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②小学校保護者   ：現状維持 

  ：再編 

中妻、中郷、沢石地区
では、「現状維持」と
「再編」の割合が
およそ５０：５０に
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三春
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岩江 御木沢 中妻 中郷 沢石 全体

③未就学児保護者   ：現状維持 

  ：再編 

未就学児の保護者
の方からは、
「再編」希望がおよそ 
６割～８割に
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中妻小

中郷小
三春小

沢石小 御木沢小

岩江小 現状維持

６校→３校



再編 令和８年度末までに完了

   令和９年４月から移行 
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地区のコミュニティの衰退 

特色ある教育活動の減少 

 子どもの活動拠点の減少 



児童の健全育成

子育て支援の充実 持続可能な地域振興
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地区のコミュニティの維持 →「地域の子どもは地域で

              育てる」教育理念の実現 

特色ある教育活動の継承 →  学校の枠を超えた

              「ふるさと教育」 

 子どもの活動拠点の設置  → 放課後・長期休業における

               子どもの居場所づくり 
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地区に学校がなくなってしまう「中妻地区」「中郷地区」「沢石地区」

中妻小
まほらっこ教室

中郷小
まほらっこ教室

沢石小
まほらっこ教室

三春小へ
中妻地区で
まほらっこ中妻教室

三春小へ

御木沢小へ

中郷地区で
まほらっこ中郷教室

沢石地区で
まほらっこ沢石教室
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中妻小
中郷小

沢石小

特色ある教育活動の継承 

三春小の教育課程で継承

御木沢小の教育課程で継承

◇地域の特色を生かし
た魅力ある教育活動 

まほらっこ沢石教室で継承

まほらっこ中妻教室で継承
まほらっこ中郷教室で継承
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～進捗状況について、その都度議会に報告～


